Une Police d\u27Assurance sur la Vie d\u27Anvers du 26 avril 1566 by 大谷 孝一
早稲田商学第376号
1998年3月
アントワープの1566年4月26日付け
　　　　　　　　　生命保険証券
大　谷　孝　一
I　はじめに
皿　仮装生命保険契約
　皿一ユ．1399年9月20（19）日付け身代金保険契約
　1－2，140ユ年5月9日付けのピーサの女奴隷保険証券
　1－3．1427年4月10日付けの一般女性の出産保険契約
　n－4．1427年8月17日付けのジェノヴァの生命保険契約
　皿一5．ユ428年1月5日付けの一般女性の死亡保険契約
　皿一6．1430年ユユ月15日付けのジェノヴァの奴隷妊娠保険契約
　1－7．1467隼ユ月23日付けのジェノヴァの奴隷妊娠保険契約
皿　真正生命保険契約
　皿一1．1422年ユ1月！4日付けのフィレンツェの文書
　皿一2．ユ453年ユ2月7日付けのバルセロナの生命保険契約
　m－3．1515年2月1日付けのフィレンツェの生命保険証券
　皿1－4．1583年6月18日付けのロンドンの生命保険証券
IV　アントワープのユ566年4月26日付け生命保険証券
V　おわりに
4ユ5
早稲田商学第376号
I．はじめに
　アントワープ（Antwerp）は，フランス語でアンヴェルス（Anvers），フラ
マン語でアーントヴェルペン（Antwerpen）と呼ばれるベルギー北部の古都で
あって，もともとStadt　an　der　Hohe，すなわち「高台にある都市」を意味する
中世随一の商業都市である。この街で一人の公証人が作成した一つの生命保険
契約書が現存する。1566年4月26日の日付けを有するこの契約書は，生命保険
契約生成史の観点から言えば，真正生命保険契約，すなわち売買や無利息消費
貸借を仮装しない生命保険契約として今日知られているもののうち，真正生命
保険契約の存在を前提として書かれたフィレンッェの1422年11月14日付けの文
書およびGarcia　i　Sanz　i　Ferrer　i　Ma1lo1が公にした1453年12月7付けのバルセ
ロナの生命保険契約を除けば，1515年2月！日付けのフィレンツェの生命保険
証券と1583年6月18日付けのイギリス最古の生命保険証券との問に位置するも
のであり，またかのGuidon　de　la　merが編纂されたと思われる1563年ないし
1565年ωの直後に作成されたものであって，真正生命保険契約の生成に関わる
史料としてかなり古く，またフランス語で書かれた史料としては最古のもので
ある。これは私署証書たる生命保険証券そのものではないが，公証人によって
作成された当時の典型的な保険契約書とみなして差し支えないであろう。
　アントワープは，スペインの没落後，世界貿易において指導的役割を果たし
てきたネーデルランド北部諸州の申で，1585年にパルマ公の軍隊によって包囲，
占領され，その一部を破壊されて，商業中心地としての地位を失うまで，とり
わけ保険制度全体に対する決定的かつ指導的地位にあった都市であるので12〕，
当地の公証人によって作成されたこの保険契約書は，当時および当地の生命保
ω　拙稿「フランスにおける海上保険の生成」『朝岡良平教授古稀言己念論文集』（1998，同文館j　p
　ユ30。
（2）　Bmm，H、、（；｛岳加肋加d〃L直加附〃2術一c加閉冊厚刮〃d鮒工功舳∫”邊閑叱伽榊地郷加肋閉独2Aufl．ユ963一一
　水島一也訳m，プラウン生命保険史』（昭和58年，明治牛命／00周年記念刊行会〕p60。当時，ア
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険契約を垣間見ることのできる貴重な史料の一つであることは間違いない。
　そこで，本稿では，まず第皿項において，これまでの研究で明らかにされた
売買または無利息消費貸借を仮装した生命保険契約について概観し，次いで第
m項において，これまでに知られる真正生命保険契約のうち，真正生命保険契
約の存在を前提として書かれたフィレンッェの1422年11月14日付けの文書およ
びバルセロナの1453年！2月7日付けの生命保険契約，並びに本項の対象となる
1566年4月26日付けの生命保険証券の作成時期と前後する，フィレンツェの
1515年2月1日付けの生命保険証券および1583年6月18日付けのイギリス最古
の生命保険証券の四つについて，これまでの先学の研究に拠って簡説するが，
特に後の二つについては，アントワープ証券との比較および相互関連性の宥無
の検討のために，その保険証券についても紹介することにする。そして第1V項
において，アントワープの1566年4月26日付け生命保険証券について紹介・解
説することにする。
n．仮装生命保険契約
　近代的な生命保険事業が1762年に設立されたEquitableに始まることについ
ては異論がない。しかし，それ以前における生命保険契約の生成については，
後述の通り，従来から奴隷保険説と身代金保険説があり，史料の面からも，い
ずれを生命保険契約の購矢とするかいまだ判然としない。生命保険契約は初期
の海上保険から派生したことについては一様に認められ，かつ，自由民の生命
に対してある貨幣価値を設定することは許されないことであり，そうしたこと
を調う契約は違法であるというローマ法の基本的な考え方が存在しなければ，
死亡生命保険は，海上保険から直線的に生み出されてきたとする見解を認める
ントワープは、ヴェネチアやジェノヴァをも凌ぐ，キリスト教国第1の港町であり、最も栄えてい
た。特に海上保険については，アントワーブにおける傑険取引の慣行が，ロンドンやハンプルクに
おける保険取引に大きな影響を及ぼしていたほどである。一木村栄一『ロイズ保険証券生成史』
（昭和54年，海文堂）p．247苗
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としても〔3〕，生命保険契約が海上保険契約からどのようにして派生したのか，
あるいはいかなる海上保険契約が生命保険契約誕生の契機となったのかについ
ては必ずしも明確ではない。
　生命保険史研究，とりわけ生命保険契約の起源を探る実証的な研究について
は，既にわが国でも貴重な研究がいくつか発表されている‘4〕。これらの研究に
よれば，「人」の「生死」を対象とする生命保険は，その「人」に重点を置い
て，船舶乗組員や聖地巡礼者という「人」の摘獲や誘拐に備える誘拐保険や身
代金保険を起源とするという説があり，またその「生死」に重点を置いて，奴
隷を人としてではなく，晶物として取扱っていた時代の奴隷の「死亡」を損保
した貨物海上保険が死亡危険を担保する生命保険の始まりであるとする説があ
る。いずれの説も，生命保険契約の起源を海上保険に求めている点は同じであ
るが，史料の希少性から，にわかにいずれが正しいかの判断を下すことは困難
である。同時に，初期の時代から，一般女性の出産危険の保険，一般人の死亡
保険あるいはペスト保険が存在していたとされるところから｛5〕，生命保険の生
成過程を海上保険の場合におけるように一本の線で結び付けて直線的に説明す
ることは，今のところなかなかできない。
　そこで，生命保険契約が誘拐保険や身代金保険を橋矢とするのか，それとも
奴隷の海上保険から移行したのかの結論を棚上げにして，本項では，生命保険
契約生成史に関する先学の貴重な研究で明らかとなった史料を基に，これまで
に知られる売貿または無利息消費貸借を仮装した生命保険契約に関する史料を
13）水島一前掲訳書，p7！。
（4〕近藤文二「生命保険の原型一商人保険としての生命保険」（末高信博士古稀祝賀論文集，pp
　I7－41〕；木村栄一「奴隷保険と生命保険一世界最古の真正生命保険証券（r論集』第3号，生命
　保険文化研究所，昭和41年4月，pp．1－45〕；近見正彦「1453年ユ2月7日付バルセロナの生命保険
　契約」甘文研論集』No．84，生命保険文化研究所，1988年9月，pp9ユー118〕；近見正彦「1399年
　9月20（19）日付身代金保険契約」（『文研論集』No87．生命保険文化研究所，1989年6月，pp．
　95－129）等。
…5〕　EnrI〔o　Bens疽，〃ω〃吻〃o　d一皿∫∫π固f蜆互ω旭里惚j㎜‘d帥ωo．1884．Ge］］ov罰、1884，pp　128－132
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概観し，アントワープの1566年4月26日付け生命保険証券を説明するための導
入としたい。
　1－1．1399年9月20（！9）日付け身代金保険契約
　これは，近見正彦教授がGarcia　i　Sanz　i　Ferrer　i　Ma11o1に拠って既に紹介し
ておられるのであるが≡6〕，バルセロナに住むフィレンッェの商人Phi1ipposso
So1daniが，フィレンッェに赴く際に海賊によって捕獲された場含に備えて，
Andrea　de’pazziおよびDatini商会の代理人Simone　d’Andreaに対して，保険
料率3％をもって付けた保険金額700フイオリー二の身代金保険契約である。
　この契約は現在知られる最も古い身代金保険契約である。近見教授は明言し
ておられないが，そして別の訳を付けておられるが，原文中に見られる“gra－
tiS　et　Cetera”は「無利一自、で，かつ，善意を以って」と訳すべきではないか。そ
う考えると，本契約は無利息消費貸借を仮装した保険契約ではないかと思える
が，この点はここでは未決定のままに残しておく。
　ところで，被保険者が海賊によって捕獲された場合の身代金支払いの危険お
よび殺害の危険を担保するこの種の保険から，一般人の死亡危険を担保する生
命保険に移行するという道程は十分に考えられるところであるが，近見教授は，
その貴重な研究を通して，「従って，生命保険は身代金保険から生まれた」と
主張しておられるわけではない。同教授は，従来ややもすれば史料の点で劣勢
であった生命保険身代金保険説に光を当て，生命保険契約の生成について，奴
隷保険説と同じ比重でこの説を検討するための便（よすが）とす亭ことを企図
され，「より詳細な生命保険契約の生成研究は，今後の多くの資料の発見を待
たねばならない」と慎重に結論付けておられるω。
㈹　近見・前掲「1399隼9月20（19）日付身代金保険．契約」。
ω　近見・前掲論文，p．129。
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　n－2．1401年5月9日付けのピーサの女奴隷保険証券
　第U項の表題を「仮装生命保険契約」としたが，本保険証券は木村栄一博士
が「奴隷に関する1401年ピーサの海上保険証券」と題する論文⑧の中で紹介さ
れた1401年（ピーサ暦1402年）5月9日付けの女奴隷の貨物海上保険証券で
あって，FrancescodiMarchoechompagniの名前でPortoPisanoからBar毘a－
1㎝aまで輸送されるタタール人またはギニア人のMargharitaと称する女奴隷
について，50金フロリンの価額で保険に付けられたものである。奴隷が商品あ
るいは市場で取引される財の一つとみなされていた時代のものであるが，木村
博士は，この契約をもって「生命保険のめばえ（germe）」，あるいはPiattoli
によって「生命保険の精神的はじまり（avviamento　psichico）」あるいは「生
命保険の遠い源」であるとされている。すなわち，同博士によれば，この1401
年の奴隷証券では，「保険者は，死亡及び上記女奴隷が罹っていた疾病に対し，
また自ら海に身を投げた場合には，その責に任じない」として，女奴隷の死亡，
疾病，魯殺が免責されており，これらの危険が未だ負担されていないところか
ら，これは決して生命保険ではないけれども，これらの危険が人問の危険とし
て抽出され，証券本文の緒語の後に明記されていることは，人問の死亡・疾病
危険が保険の問題となりうることを示しているのであって，その意味において，
本保険証券に「生命保険のめばえ」を感ずるのは決して不当なことではないと
しておられる。それでも，この女奴隷に関する保険証券は「生命保険のめば
え」と認めうるとしてもなお，依然としてそれは貨物海上保険であって決して
r生命保険」契約そのものではなかった｛9〕。
18〕　喉険学雑誌』第423号，pp．ユ5？一／68．
19〕　木村・前掲「奴隷保険と生命保険」pp－27－28参照。
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　n－3．1427年4月10日付けの一般女性の出産保険契約
　これは，Bensaによって紹介された売買仮装の保険契約であるが，妊娠およ
そ8ヵ月の，およそ32才になる自分の妻Franengaが出産のために死亡した場
合に備えて，夫のLuca　Gentilis（LucaGenti1e）が，Petrus　Mariを始めとする
4名の保険者に600ジェノヴァ・フロリンの保険を付けた契約であるω。本契
約は，出産による死亡危険に対する保険として，奴隷以外の一般人女性を被保
険者とした最初の契約として知られている。
　1－4．且427年8月17日付けのジェノヴァの生命保険契約
　これも，Bensaがジェノヴァ古文書館（Archivio　not．di　Genova）の古文書
の中から発見した公証人の作成した売買仮装の保険契約書であるω。これによ
れば，契約書が濡れて破損しているので，保険者と保険金額は不明であるが，
Opizzino　GentileがPao1o　Dalr　Ortoの生命について1年間の保険を付けている。
Bensaは，本契約において，Opizzino　Genti1eがPaolo　Da1r　Ortoの生命につき
どのような利益を持っていたかは明らかでないとして，本契約に関する事実に
ついての推測や特別のコメントをすることなく，単にこういう契約が存在した
という事実のみを指摘するにとどめている。
　I－5．1428年1月5日付けの一般女性の死亡保険契約
　これもB㎝saが紹介した，一般女性の生命を対象にした売買仮装の死亡保
険契約に関する文書であるが漉，後に（1453年に）Caffaのジェノヴァ領事と
なり，またその名声が高かった判事I㎎oの息子として歴史上有名であった
Boruele　dざGr㎞ald1が，Andriolim　Cattaneo－Grima1iの生命について！428年2
110　ρ声、α；．．pp，228－229．Gall1珪．ψ一［｛‘、p93－
OO⑭，枇、P，230，
⑫⑭、漱、PP232－233一
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月ユ日からユ年間の保険を付けたものである。この文書だけでは，保険契約者
と被保険者との関係は分からないが，偶然にもその後，この被保険者となった
女性Andrio1ina　Cattaneo－Grimaliの誘拐事件に係わる二つの訴訟が提起された
ために，その内容が明らかとなった。一っはLucianoDoriaとBartolomeo
C㎝turi㎝eが，誘拐されたこの女性を返すように訴えたものであり，もう一
つは代官に対してBorue1eとこの女性との問には，Borueleが言うような婚姻
関係が本当にあったかどうかの判決を求めたものであるが，Bensaは，この保
険契約についても，被保険利益の内容について疑問を呈している｛1劃。
　n－6．！430年11月15日付けのジェノヴァの奴隷死亡保険契約
　これも同様にB㎝saが紹介したジェノヴァの売買仮装の死亡保険契約であ
るω。およそ18才のMadalenaと呼ばれる女奴隷の死亡危険について，ジェノ
ヴァの市民Ant㎝ius　de　Carretoが，150リブラの金額でA皿t㎝ius　B㎝av㎝tura
およびSorle㎝is　Lomelhniに対して引受けた契約であり，保険期間は4ヵ月で
あった。
　I－7．1467年！月23日付けのジェノヴァの奴隷妊娠契約
　これも同じくBensaが紹介したものであるが蝸，出産が聞近かに迫った
Catherinaと呼ばれるおよそ25才の女奴隷の妊娠および出産の危険について，
ジェノバの市民であるBartolomeus　Sauliが，200リブラの金額でAndreas　Spi－
nolaに引受けた売買仮装の保険契約である。保険期閻は2ヵ月であった。
⑬　木村・前掲論文，pp14－15参照。
／1辿ψむ・｛．PP．234－235－
05　　ρヵ．‘砿，pp　237山238
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皿．真正生命保険契約
　既述の通り，いわゆる真正生命保険契約は，1400年代のものとしては，Piat－
to1iがその著書の中で公にした，真正生命保険契約の存在を前提とした1422年
11月14日付けの（他人の生命の保険の保険金請求権の譲渡に関する）フィレン
ッェの文書と，Garcia　i　Sanz　i　Ferrer　i　Mallo1が公にした1453年12月7日付け
のバルセロナの生命保険に関する公正証書の二つが知られており，1500年代の
ものとしては，同じくPiattohの公表した1515年2月ユ日付けのフイレンツェ
の生命保険証券と，1583年6月18日付けのイギリスの賭博生命保険証券の二つ
が知られている。
　皿一1．1422年11月14日付けのフイレンツェの文書
　生命保険証券そのものではないが，真正生命保険契約の存在を前提として書
かれたものとして，1422年11月14日付けの他人の生命の保険の保険金請求権の
譲渡に関するフイレンツェの文書がArchivo　di　Stato　in　Firenzeに存在する㈹。
これは，MatteodiMicheleR㎝dinelliが銀行家のPa1ladimesserPanaと
Giovami　Lioniを通じ，Pi㎝bino（Elba島と向い合ったToscanaの町）の知事
であるJacopo　n　di　Gherardo　d｛Apianoの生命について，Luigi　d’Ant㎝io　Covo－
n1以下11人の保険者に1，753フロリン9ソルド8デナロの保険を付けたもので
ある｛1司。ただし，木村博士によれば，被保険者のJacopoIIdiGherardo
d’Apianoは，この証書が作成されたユ422年u月ユ4日にはすでに死亡．している
から（1440年12月27日没），保険契約者であるMatteo　di　Michele　R㎝dinel1iが，
契約当時すでにJacopo　I1di　Gherardo　d’Ap1anoが死亡していることを知らず
㈹Pl．ttoli、肋肌此川｛㎝舳肋∫曲別伽㎞望吻1棚舳〃い“∫・虻舳・㎞，1939．P靱292…99本
　契約の内容については，木村・前掲論文，pp．28－32に詳しい。本稿も，同論文に拠らせていただ
　いた。
l1詞木村・前掲論文，pp28－32参照。
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に保険を付けたのか，またはその事実を知りながら，それを知らない保険者に
対して保険を付けたのか，または被保険者の生前の契約を証するために，公証
人にこの証書を作成させたのかは分からない。
　皿一2．1453年12月7日付けのバルセロナの生命保険契約
　これはカタロニア語で書かれたバルセロナ最古の生命保険に関する公正証書
であるが，GarciaiSanziFerreriMa1lolがその著’挑3硲洲α舳∫46α伽｛∫
伽γ肋㈱伽肋りα13α肋γ舳舳”（1983）p．535において公にしたものを，近見教
授がわが国に初めて紹介された魑。同教授の論文によれば，本契約は公証人
Antoni　Vilanovaによって作成されたもので，被保険者はPedro　de　Linyaなる
あまり名前の知られていない織物商人であり，保険契約者および保険金受取人
はPere　August1Albaなる大商人であった。また，保険者は，Andreu　Crexe11s
を始めとしてAmauPorta，JohanFarrer　OoanFerrer），enJohanCaComa
（Joan　Cacom）の4人すべてが，海上保険者として海上保険契約の引受けを行
なっていた者たちであった。保険金額は175リブラ，保険期間は1年である。
近見教授は，契約内容等から即断はできないとされながらも，本契約が債権保
全のために，債務者たるLinyaの生命について保険を付けた可能性について
も示唆しておられる｛1勃。
　㎜一3．1515年2月ユ日付けのフィレンッェの生命保険証券
　Piatto1iの公表した1515年2月ユ日付けのフィレンツェの生命保険証券は，
次のように規定していた偉o。
1ユ8近見・前掲「1453隼ユ2月7日付バルセロナの生命保険契約」。
（1⑨　近見・前掲論文，ppユユ3一ユ14。
臼O　Plattoll，ψα止，pp．299－300　原文および訳は木村・前掲論文，pp－33－40に拠らせていただいた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†Jesus．
　　　　Sia　manifesto　a　ongni　persona　chome　Chario　di　Nicho－6Strozzi　vuoIe　esere
asichurato　per　fior一．．．．．sopra　la　vita　de11a　Francescha　sua　fig1iuo1a　et　dona　a1pre－
sente　di　Francescho　di　Domenicho　Benvenuti，si　che　il　dettc　Charlo　Strozzi　vuole
esere　asichuratto　che　Ha　sopradetta　Francescha　viverさo　viva　fia　da　di　primo　di
marzo1514a　venire　per　infino　a　tutto　di　sei　di　settembre1515a　venire，potten－
do　detta　Francescha　in　questo　tenpo　andare　et　stare　et　chavalchare　et　navichare
per　qualunche－uogho，via　o　paese，et　in　aqua　et　mare；et　gli　asichuratori　che
f・・a・oq…t・・ich・・taゴ・bi・・・・・…lp・・se・t・fi・・、．、、．．
　　　　El　ristio　che　g1i　asichuratorl　che　farano　questa　sichurta　chorano　in　sul1a　de・
tta　vita　della　sopradetta　Francescha　sia　da　di　primo　di　marzo1514per　infino　a
tutto　di　sei　di　settembre1515a　venire，sia　di　morte　di　fuocho，di　aqua，di　ve］e－
no，di　pistolenza，di㎜orte　di　cho1telo　et　d’ongni　altro　fero，di　morte　naturaIe　o
acidentale　et　d’ongni　altra　morte　di　che　pottesi　morire　o　fusi　morta　ed　etia　di
morte　di　che　non　si　pottesi　inmag｛nare　nさpensare，della　quale　Idio　schampi　et
gh1ユardi：tutti1i　chorano　et　tutti　li　portano　detti　risti　e’detti　asichuratori　sopra
di1oroPerinfinoatuttodi6disettembre1515avenire．
　　　　E　se　chaso　avenisi　che　l1a　sopradetta　Francescha　morisi　o　fusi　morta　infra
detto　tenpo，che　sendo　la　morte　in　Firenze　fra　dua　mesi　dal　di　le　nove1e　gli
asichuratori　debino　p劃ghare　al　detto　Charlo　Strozzi　ciaschuno　que’danari　sichur－
atti．
　　　　E　per　ci6osevare　i　d台tti　asichurator三s’obrigh目no　al’detto　Char1o　Strozzi
1oro　et　loro　eredi　et　beni　presenti　et　futuri；et　rinunziano　a　ongni　benifizio，sta・
tutto　et　legie　che　per　loro　facesi，sottomentendosi　alla　Merchatantia　et　a　ongni
altrogiudizioetchortedovedettoChar1oStro記ziIivoiesichonvenire．Afede
della　verita：
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　　Io　Bartolomeo　Richoveri6fatta　la　presente　schritta，a1la　qua工e　si　sos－
chriveranno　e’detti　asichuratori．
　　十150Noy　Loremzo　Pitti　e　comp，assichuriamo　per　duc．cemto　cinquanta
　　　　　1arghi　d’oro，e　per　nostro　rischio　abbiamo　avuto　fior．dua1／4－arghi
　　　　　inn　oro　questo　di　primo　di　febraio1514．Iddio1a　salvi．
　　十ユ50IoUlivieryGhuadagniinnomediTomasomiofrateHoasichuroper
　　　　　due．c1ento　cinquanta　d’oro　in　oro！arghi．　Per　mio　rischio　ho　aut0
　　　　　duc，dua1／4d’oro　in　oro　per　Bartolomeo　Richovery　questo　di　primo
　　　　　di　febraio1514．
「　　　　　　　　　　　　†イエス様
　すべての人に次のことを宣言する。Charlo　di　Nico16Stozziは，自分の娘で
現在Franchesco　di　Domenicho　B㎝vemtiの妻であるFranceschaの生命につい
て○○フロリンの保険をつけた。上記CharloStrozziは上記Franceschaが
1514年3月1日から1515年9月6日まで生存することについて保険をつけた。
上記Franceschaはこの期問，陸，水，海を問わずすべての場所に行き，滞在
し，騎乗し，航海して差支えない。この保険を引受けた保険者は，現在○○フ
ロリンを受取らなければならない。
　この保険を引受けた保険者の危険は，上記Franceschaの生命について，
1514年3月ユ日から1515年9月6日まで引き続いて継続する。保険者が引受け
る危険は，火・水・毒・ピストルによる死亡，刃物その他すべての鉄による死
亡，自然死又は事故死，及び想像も予想もできなかった，それに対して神が助
け護り給う，その他の死亡である。保険者は彼女についてのこれらすべての危
険を，来る1515年9月6臼まで負担する。
　かつ，もし上記Franceschaが上記期間内に死亡した場合は，死亡の通知が
あった時から2ヵ月以内に，保険者は，上記Char1o　Strozziに対して，フイレ
ンツェにおいて，各自その引受金額を支払うことを約束する。
426
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　かつ，上記の件を守るために，上記保険者は，上記Charlo　Strozziに対し，
自己自身及びその相続人，並びに現在及び将来の財産を以ってその責に任じ，
自己のためのあらゆる利益，法規を放棄し，商事裁判所その他上記Charlo
Stroz．iが訴えようと欲するその他すべての法廷の決定に服する。このことが
間違いないことを神に誓う。
　私Bartolomeo　Richoveriが本証券を作成し，本証券に上記保険者が署名した。
　150ドカート。われわれLoremzo　P1tti　e　comp．は，150金ドカートの保険を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　引受け，われわれの危険に対して，2一金ドカートを，本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　1514年2月1日受取った。神が守り絵うことを。
　150ドカート。私Uhviery　Ghuadagniは，私の伸聞Tomasoの名前において，
　　　　　　　150金ドカートの保険を引受けた。私の危険に対して，私は
　　　　　　　　　1　　　　　　　2一金ドカートを，Barto1omeoRichoveryを通じて，本　　　　　　　　　4
　　　　　　　1514年2月1日受取った。」
　木村博士は，これをもって，われわれが現在知っている最古の真正生命保険
証券としておられる臼1i。これについて，木村博士は，1400年代初頭から1500年
代初頭にかけての当時，自己の生命の保険は考えられず，保険契約者と被保険
者とは常に別人であったことが注目されると述べておられるが㈱，本稿で紹介
する，15ユ5年からあまり時が経遇していないユ566年のアントワープの保険契約
は，いわゆる自己の生命の保険契約であったことは注目に値する。
皿一4．1583年6月18目付けのロンドンの生命保険証券
1583年6月18日付けの生命保険証券鰯は，イギリス最古の生命保険証券とし
刎　木村・前掲論文，p．33参照。
幽　木村・前摺論文，p．44参照。
四　Bntish　Mus色um　MSS，Lansdow口e　MS，No170，fo123
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てわが国でもよく知られている。これは海事裁判所の下した判決の申で引用さ
れたものであるが，ロンドン市参事会員Richa．d　Ma．tinが乾物商のWmiam
Gibbonsの生命について，！6名の保険引受人との間で契約した382ポンド6シ
リング8ペンスの契約に関するものである。保険期間は12ヵ月間，保険料率は
8％であって，保険会議所（the　Chamber　of　Assurance）に登録された。Wi1，
liam　Gibbonsは翌年5月8日に死亡したが㈱，保険者は，ひと月を28日として
計算すれば，彼は12ヵ月を超えて生存したから，保険金の支払い義務はないと
主張したところから，Martin側とこの保険金の支払いをめぐり裁判問題と
なった㈱。このため，今日にその記録が残ったのであるが㈱，この審理を担当
した海事裁判所判事（Dr．Da1eおよびDr．Caesar）の下した命令の中で引用さ
れた本件保険証券は，以下の通りであった㈱。
　　“In　the　name　of　God，Amen．　Be　it　k皿own　to　all　men　by　these　presents　that
Richard　Martin，citizen　and　Alderman　of　Lolユdon，doth　make　assurance　a」〕d
causeth　himself　to　be　assured　up㎝the　natural　life　of　Winiam　Gibbons，citizen
㈱　安井信夫博士は，近藤・前掲論文pp．19－21によって，W舳am　G1bbo口sの職業を「屋根屋」と
　され，また彼の死亡日を5月29日としておられる（『人保険論』，文眞堂，1997年，p207〕。しか
　し，Ra洲es，H　E一，λH棚言仰げ勘伽曲1㎜〃砒雌色2nded，1964，p47では・salteゼとし（Baco皿，P　D．、
　Pr舳伽舌例〃伽f｛む‘ψ工ψλ舳伽伽〃0伽r加皿ro舳〆伽P伽o叫7th　ed、ユ97工，P3も同様），
　“WIlliam　G珂bbons　d1ed　on　the8tb　May鵬xt　after　maki㎎the　sald　contracゼとしているので，彼の職
　業は「塩物商」または「乾物商」，彼の死亡日は5月8日とすべきではないかと恩うが，いずれに
　しても，原史料に当たっていないので，いずれが正しいか分明でない。ここでは，庭田範秋監訳
　『イギリス保険史j（昭和60年，明治生命／0C周隼記念刊行会）に拠らせていただいた。
鯛　安対博二士＝はまた，「一・・ギボンズは翌年5月29日死亡してしまった。保険者は，」ひと月は28日で
　あるからユ2ヵ月を超えており，保険金の支払義務がないと主張したことから，ギポンズ側とこの保
　険金の支払をめぐり裁判間題となった」と述べておられるが（前掲書，p207），本契約はRエchard
　MartinがGlbbonsを被保険者とし，自己を保険契約者および保険金受取人とする賭博保険契約で
　あり，本契約をめぐって，保険金の支払いを拒絶されたRichard　M劃rtinが保険者を相手取って提
　起した訴えに関する裁判記録であるから、原告はRlchard　M鮒inである。「ギボンズ側とこの保険
　金の支払をめぐり裁判問題となった」とすることは誤りである。
㈱　本契約については，R刮ynes，妙泓，叫47－49および庭田・前掲訳書，pp－65－68以下に詳しい。
　さらに，近藤・前掲論文ppユ9－21参照。
吻　Raynes、ψむ｛f，pp．47－48および庭田一前掲訳書，pp－65－66。
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and　sa1ter　of　London，for　and　d1ユring　the　space　of　twelve　months　next　ensuing
after　the　lmderwriting　hereof　by　the　assurers　hereafter　subscribed　fu11y　to　be
completed　and　ended．　The　whlch　assurance　we　the　persons　hereafter　named
㎜erchants　of　the　City　of　London　for　and　in　consideration　of　certain　current
皿oney　of　Eng1and　by　us　receiv■e■d　at　the　subscribing　hereof　of　the　s劃id　Richard
Martin　after　the　rate　of　eight　pound　sterling　per　cent（whereof　we　a■cknowIedge
ou・se1ves・nd・・e・yof・・byth・sep…e・tst・・1ysatisfi・da・dpaid）d・tak・
upon　us　to　bear，And　we　assure　by　these　pres㎝ts　that　the　said　Wi1liam　Gib－
b㎝・（bywhat・・e・e・heiso・sh・llbε・am・do・・alled）・ha11byGod’・g・・㏄
continue　in　his　natural　life　for割nd　during　the　space　of　twe1ve　months　next　en－
suing　after　the　underwriting　hereof　by　every　of　us　the　assurers　or　in　defau1t
thereof　every　of　us　to　satisfy　content　and　pay　cr　cause　to　be　satisfied　contented
and　paid　unto　the　sai（l　Richard　Martin　his　executors　administrators　and　assigns
aH　such　severa］　sums　as　we　丈he　assurers　shaユ］　hereafter　severa］】y　sllbscrlbe
promising　and　binding　us　each　one　for　his　own　part　our　heirs　executors　and
administrators　by　these　presents　that　if　it　happens（as　God　defend）the　said
William　Gibbons　to　die　or　decease　of　this　present　world　by　any　w劃y　or㎜eans
whatsoever　before　the　fuH　end　of　the　said　twelve　months　be　expressed　then　we
⑪ur　executors　or　assi劉s　witbi皿two　monuls　after　the　intimation　be　to　us　or
heirs　executors　or　administrators　lawfu11y　given　shal1we1l　and　truly　content
劃nd　pay　or　cause　to　be　content遣d　and　paid　unto　the　said　Richard　M劃rtin　his　ex－
ecutors　administrators　or纈ssigns　aH　such　sum　or　sums　of　money劃s　by　us　the
assurers　shall　be　hereafter　sever刮Hy　subscribed　without　any　further　de一乱y、
　　　　一t　is　to　be1』nderstood　that　this　present　writing　is　and　shal1be　of　as　much
force　stren敏h　and　effect　as　the　best　and　most　surest　policy　or　writing　of蝸sur－
ance　which　hath　been　ever　heretofore　used　to　be　made　lユpon　the　life　of　any　per－
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son　iηLombard　Street　or　within　the　Royal　Exchange　in　London　and　so　the
assurers　be　contented　and　do　promise　and　bind　themselves　and　every　of　them
their　heirs　executors　and　administrators　by　these　presents　to　the　assured　his
executors　an（l　assigns　for　the　tr1」e　performance　of　the　pre㎜ises　according　to　the
use　a1〕d　custom　of　the　said　Street　or　Royal　Exchange　and　in　testimony　of　the
truth　the　assurers　have　hereunto　severa11y　subscribed　their皿ames　and　the　sums
of　m㎝ey　assuredI　God　send　the　sald　William　Gibbons　hea1th　and　long　life．
Given　in　the　Office　of　Assurance　within　the　Roya1Exchange　aforesaid　the18th
day　ofJ1」neユ585．’’
　「神の名のもとに，アーメン。本証書により次のことを証する。ロンドンの
市民でかつ市参事会員であるリチャード・マーティンは，ロンドンの市民でか
つ塩物商のウィリアム・ギボンズの生命について，全額，全期問について申込
んだ後，保険者による引受けがなされてから工2ヵ月の期問について保険契約を
行い，保険契約者になったことを証する。本保険契約において，われわれ下記
にロンドンのシティの商人として記載された者は，上記リチャード・マーティ
ンの申込について，英貨8ポンド・パーセントの割合でわれわれが受領した，
一定のイングランド通貨の報酬として（本証書によりわれわれは全体としても
個人としても真に満足し，受領したものであることを承認する），責任をまさ
に負担するものである。また本証書により，われわれは以下のことを保険によ
り保護するものである。すなわち上記ウィリアム・ギボンズ（彼が，いかに名
付けら牝，呼称されていようと，あるいはいかに名付けられ，呼称されるよう
なことになろうと）は，神のお恵みによって，われわれ各自，保険者として保
険を引受けた後12ヵ月間生存すること。またはウィリアム・ギボンズが死亡し
た場合，われわれ各自，上記リチャード・マーティン，彼の遺言執行人，遺産
管理人または譲受人に対し，われわれ保険者が下記において個々に引受け，約
東し，自らの引受部分について，われわれ各自，われわれの相続人，遺言執行
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人または遺産管理人を拘束する個々の金額全額につき，本証書により，納得し，
満足して，支払い，あるいは納得させられ，満足させられて，支払わされるこ
と。原因のいかんを問わず，上記の12ヵ月が終了したことが明示される以前に
（神のお導きによって），上記ウィリアム・ギボンズが死亡または現世から消
えた場合は，われわれ，われわれの遺産相続人または譲受人は，われわれ，わ
れわれの遺産相続人，遺言執行人または遺産管理人が，ウィリァム・ギボンズ
の法律上有効な死亡通知を受取った後2ヵ月以内に，上記リチャード・マー
ティン，彼の遺言執行人，遺産管理人または譲受人に対し，われわれ保険者に
よって，遅滞なく，下記に個々に引受けた全額または金額について，十分かつ
真実に満足し，支払うものであり，あるいは満足させられ，支払わされること。
　以下のことに同意する。本保険証書は，ロンドンのロンバード・ストリート
または王立取引所において，人の生命に関し今日まで作成されてきた，最良か
つもっとも確実な保険証券と同等の効力および効果を有し，かつ将来も有する
ものである。そして以上のことに保険者は満足し，本証書により，被保険者，
彼の遺言執行人および譲受人に対して，前述の事項の真正な履行について約束
し，全保険者，各保険者，その遺産相続人，遺言執行人および遺産管理人を拘
束すること。上記ストリートまたは王立取引所の慣習および慣行に従い，保険
者は氏名および保険金額を宣誓して各白記入したこと。神よ，上記ウィリア
ム・ギボンズが健康で長命であらんことを。1585年6月18日，上述の王立取引
所内の保険事務所において作成。」
　本件は，結局，「ロンバード・ストリートおよび王立取引所の慣行や慣習に
従って締結された契約によれば、1ヵ月は実際の暦日で計算されるべきで，ユ
カ月を28日として計算すべきではない」という理由で，原告勝訴の判決が下さ
れた鶴。
㈱　庭田・前掲訳書，p67．
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1V．アントワープの1556年4月26日付け生命保険証券
　次に，本稿の対象であるアントワープの1556年4月26日付け生命保険証券に
ついて見てみよう。本保険証券は、Ga11ixの著書によって紹介されたものであ
るが，同書には，本契約書の表紙とともに公証人によって作成された本契約書
の最初のぺ一ジと最後のぺ一ジの写真（上掲）が掲げられており，併せて本契
約書の全文を転記したものが掲載されている㈱。後述の証書を見ると，これは
保険証券の原本を以って締結された契約を証するために，公証人によって作成
された公正証書であって，私署証書たる生命保険証券は別に存在するのかもし
れない。したがって，上掲の写真に見られる“㎜e　police　dlassurance　sur　la　vie
en1556”の記載がある表紙部分は，原本の表紙を蒔ってきたものでない限り，
吃9　G且nix，L、、η｛伽““，昭力雌．　1二b35刮r蜆帆c甲．ユ985，　pp　89－92，
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後に付け加えられたものであろ㌔そうであるとすれぱ，本公正証書を保険証
券と称するのは1必ずしも正確ではないと一患、われるが，便宜上，本稿では「アン
トワープの1566年4月26日付け生命保険証券」とすることにした。
　　以下に，本保険証券の全文と拙訳を掲げる。
　　　　　　　　　　　　　　　　Une　police　d’assurance　sur1a　vie　en1556
　　　　’Nous　soubz　la　pr6sente　signez　et　escrlpt　cognoissons　et　confessons　avoir
asseur6き1’instance　de　Hans　Brudegom　demourant　en　Anvers　ou　aultre　estant
porteur　de　cestes1a　vie　dudit　Hans　Brudegom　le　terme　de　six　moys　commen－
chant　le　vingte　sixiesme　jour　du　moys　de　juing1’an　XVe　soixante　six　et　finissent
1e　vingte　sixiesme　jour　du　moys　de　d6cembre　incluz　procheant　et　alors　en－
suyvant　audit　annee　tellement　que　pendant　lce1iuy　terme　de　six　moys1edit
Brudegom　pourra1ibrement　faire　touttes　et　quelconcques　voyaiges　tant　par　mer
que　par　terre　etc　et　selon　que　bon1uy　semb1era，teHement　que　nous　asseurons1a
vie　dudit　Brudegom　de　te1le　sorte　et　maniere　que　si1edit　temps　de　six　moys　pen－
dants　et　courrants　advenoyt　que　ledit　Brudegom　auast　de　vie自trespas　tellement
quil　soit　mort　et　passe　de　ceste　monde　par　maladie　qui1a　ou　par　accident　ou　par
inconvenient　quelconcque　en　te1endroict　nous　les　desoubz　signez　n⑪us　ob1igeons
et　promectons　p乱r　cestes　chacun　en　son　endroict　audict　Hans　Brudegom　ou　au
porteur　de　cestes　payer　et　fumir　toutte　tene　somme　deniers　que　ung　chacun　de
nolユs　aur劃soub2Ia　pr6sente　poHce　escript　ne　veuiuants　que　ledit　Brudegom　ou
porteur　de　cestes　advenant　que　ledit　Bmdegom　venoitゑmourir　pendant1esdits
six　moys，soit　auIcunement　ch割rgξou　tenu　会nous　donner　rayson　lle　cause　au1・
cune　comment　ny　pour　que1le　cause　luy　a　prins　囲sseurance　ou　promesse
toucheant　la　v1e　dudit　Brudegom　Et　ains　que　nous　ou劃ulcun　de　nous　le　deman－
dismes　avons　vou1u　et　vou1ons　par　cestes　quil　ne　soit　prさjudiciableきceste　n⑪tre
promesse　Et　en　tous　endroicts　promectons　par　cestes　en　cas　que　dessus　payer
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et　donner　chacun　sa　soubz　escripte　somme　ou　sommes　audit　Brudegom　ou　au
porteur　de　cestes　deux　moys　aprさs　rinsinuation　de　la　mort　dudit　Bmdegom　sans
nuHe　contradiction　ne　dilay　non　obstant　aussi　que　seIon1a　disposition　du　droict
escript1a　stipulation　ou　promesse　prinse　ou　acceptさe　par　une　ti£rce　personne，
au　prol1ffict　dun　aultre　soit　de　nu1le　valeur　laquelle　en　ce　que　dict　est　et　pour
au1tant　que　16ffect　de　ceste　asseurance　au　moyen　de　ce1a　pourroyt　estre
empescbξvou11ons　et　dξc1airons　ice1｝e　avoir　deroguさet　deroguons　expressement
par　cestes，veui1lants　que1es　sommes　de　deniers　par　nous　et　chacun　de　nous　cy
dessoubz　escripts　et　promises　au　cas　q1ユe1esdits　deux　moys　expirez　et1adite　in－
thimation　faicte　porront　par1edit　Brudegom　ou　le　porteur　de　cestes　par　si　bon
dr〇三ct　et　action　estre　dema皿dez　que　si1a　debte　procedoit　du　plus　vai11ab王e　con－
tract　qui　se　faict　ou　passe　entre　les　marchans　danYers　non　obstant　que　touttes
les　c1auses　pactions　convenances　et　renunclatlons　ne　y　soyent　pas　comprinses
iesque11es，ce　non　obstant　y　voulons　avoir　pour　expressez　comme　sils　fussent
mises　en　la　meil1eure　et　plus　forte　forme　confessant　estre　payξchacun　du　coust
de　ceste　asseurance　par　main　en．一．．，en　argent　comptant　faict　en　Anvers　ce　XXVIe
jour　de　juing1566．
　　　　Co1ユationn6e　et　accordるe　avecq1a　po1lisse　originelle　soubz　scripte　par　p工u－
sleurs　marchans　en　diverses1angaiges　et　pour　diverses　sommes　asscavoir　par
Jehan　et　Nlco1as　de　Garcia　pour　Ia　somme　de　deux　cens　livres，par　Jehan
Anthoine　Barthels　pour　trellte　trois　livres　six　so1z　huyt　deniers，par　George
Dayala　pour　cincquante　Iivres，par　Nicolas　de　Vendevi1le　au　nom　de　AIardt　six
et　comparant　poUr　trente　trois　livres　six　solz　huyt　deniers，par　Adrien　de
Grocte　pour　cincquante　livres，par　Leonard　Tadden　et　comparant　pour　ci皿一
cquante1ivres，par　Jacques　de　Ponte　pour　cincqUante1ivres，par　Gerard　Vol
pour　soixante　slx　livres　et　deux　tiers，par　Helman　de　Mamcquer　et　Gerard
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Brunzeels　pour　vingt－ivres．par　Jehan　de　Narria　pour　cincquante　livres，par
ledit　Jehan　Antlloine　Barthels　pour　seize　livres　et　deux　tiers，par　Ema皿ue1Ric－
cio　pour　cincquante　livres，par　Jehan　Fernandes　de　Santvitores　polユr　trente　liv－
res，par　Nicolas　Mendes　pour　vingt1ivres．par　Andrien　Dias　pour　cincquante
livres，par　Anthoine　et　Comille　Vrancx　pour　cincquante　Iivres，par　Sacharias
Monichoven　pour　cincquante　Iiwes，par　Gabriel　Terrades，par　Pierre　de　Camino
pour　cent　et　quarante　livres，par　Christofle　et　Pierre　Fernandes　Cerezo　pour
ving亡cincq　livres，par　Hieroni㎜e　de　Curiel　pour　trois　cens－ivres　par1esdits
Leonard　Tadden　et　comparant　pour　cincquante　hvres，par　D1ego　Maurique　pour
cent1ivres，par　Francois　de　Aguilar　Porres　polユr　cincquante1ivres，par　Hiero－
nime　de　Sa1amanca　pour　soixante　quinze1ivres，et　par　Lope　deI　Campo　pour
deux　cent　tre皿tecincq1ivres，toutes　lesdites　hvres　de　gros　monnaye　de　Flandres．
　　Par　moy　Gregoire　Goetheyns　notaire　publicq　residant　en　la　vil1e　d．Anvers
le　v1ngts1xiesme　jour　d’apvri1じan　XVe　soixantesix．
　「われわれ，本保険証券に署名し，本契約を引受けた者は，アントワープに
居住するHans　Bmdegomまたは本証券のすべての所持人のために，1566年6
月2明に始まり，同年12月26日を含む同日に終了する6ヵ月間について，上記
Hans　Brudegomの生命について保険したことを認める。かくして，この6カ
月の期間に，上記Brudegomは，彼の好きに，陸路および海路等によってあら
ゆるかつ任意の旅行をすることができることを了承した。かくして，われわれ
は，上記Brudegomの生命について保険し，したがって，上記6ヵ月の期閻申
および経過中に，上記Brudegomに生じた疾病または事故，またはそれがいか
なるものであれ何らかの不都合によって，上記Bmdegomが死亡して，この世
を去るに至った場合には，われわれ，以下に署名する者は，上記Hans
3mdegomに対してまたは本証券所持人に対して，われわれの各自が本保険証
券において引受けたすべてのデニエの金額を支払い，かつ与えるべく，本証券
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によって義務を負い，かつ約束する。上記6ヵ月の間に，上記Brudegomが死
亡するに至った場合には，上記Brudegomまたは本証券所持人は，いかなる場
合においても，上言己Brudegomの生命について彼に保険を付けまたは約東した
理由，方法および原因をわれわれに示す義務を負わないことを，われわれは認
める。かくして，彼の死亡が生じた場合には，われわれ，およびわれわれのい
かなる者も，本証書によって，このわれわれの約束について異議を口昌えないこ
とを認めてきたし，かつ，認めるものである。また，上記の場合には，われわ
れは，いかなる場合においても，いかなる異議を唱えることもまた運滞するこ
ともなく，上記Brudegomの死亡通知を受取った後2ヵ月以内に，各自がその
引受けた金額を上記Brudegomまたは本証券所持人に支払いかつ与えることを，
本証券によって約束する。われわれはまた，成文法の規定によって，第三者に
よって他人のためになされもしくは承諾された約定または約東はいかなる効果
も有せず，本保険の効力はこの規定によって妨げられることがあるということ
を知っている。しかしながら，本保険は，本保険証券をもって明示的にこれに
違反するものであることを認め，かつ，宣言する。上記の2ヵ月が満了し，上
記の埋葬が行われたとき，上記Brudegomまたは本証券所持人は，われわれお
よびわれわれの各自が以下において引受けかつ約束した金額を正当に要求する
ことができ，かつ，アントワープの商人問でなされかつ締結された最も有効な
契約から債務が生じた場合と同様に，訴訟が請求されることを認める。慣習条
項および放棄条項は全く含まれていないけれども，われわれは，これらの条項
が最良のそして最も有効な形で書かれていた場合と同様に，それらが明示され
ていたものと考えることを認める。われわれは，各自がこの保険の費用を現金
で……支払われたことを宣言する。1566年6月のこの26日に，アントワープに
おいてこれを作成する。
　何人かの商人によって，各種の言語で，かつ種々の金額について，すなわち
Jea皿etNicolasdeGraciaによって200リーヴルの金額について，Jehan
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Anthoine　Barthe－sによって33リーヴル6ソル8デニエについて，George　Day－
a1aによって50リーヴルについて，NicoIasdeVendevil1eによって，Alardtの
名前で6リーヴル，彼自身のために33リーヴル6ソル8デニエについて，
Adr1endeGrooteによって50リーヴルについて，LeonardTaddenによって彼
自身のために50リーヴルについて，JacquesdePonteによって50リーヴルにつ
いて，Gerard　Volによって66リーヴルと3分の2について，Helman　de　Man・
acquerおよびGerardBrunzeelsによって20リーヴルについて，JehandeNar－
riaによって50リーヴルについて，上記Jehan　Anthoine　Barthelsによって16
リーヴルと3分の2について，Emamel　Riccioによって50リーヴルについて，
JehanFemandesdeSantvitoresによって30リーヴルについて，NicolasMendes
によって20リーヴルについて，AndrienDiasによって50リーヴルについて，
AnthoineetCornil1eVrancxによって50リーヴルについて，Sacharias
Monichov㎝によって50リーヴルについて，Gabrie1Terradesによって，Pierre
deCaminoによってユ40リーヴルについて，ChristofleetPierreFemandes
Cerezoによって25リーヴルについて，HieronimedeCurie1によって300リーヴ
ルについて，上記Leonard　Taddenによって彼自身のために50リーヴルについ
て，DiegoMauriqueによってl00リーヴルについて，FrancoisdeAguilarPor－
resによって50リーヴルについて，Hier㎝imedeSa1amancaによって75リーヴ
ルについて，およびLopedelCampoによって235リーヴルについて，引受け
られた保険証券の原本と照合され，それと合致した。上記すべてのリーヴルは
フランドルの貨幣である。
　私，すなわちアントワープ市に居住する公証人Gregoire　Goetheynsによっ
て，1566年4月26日。」
　上記の拙訳から分かる通り，この証書は，アントワープに佳む公証人Gre－
gcire　Goetheynsによって作成された，生命保険契約を証する公正証書である。
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その内容は，被保険者Hans　Brudegomの生命に付けられた定期死亡保険契約
であって，契約中に，われわれ（俣険者）は「成文法の規定によって，第三者に
よって他人のためになされもしくは承諾された約定または約束はいかなる効果
も有せず，本保険の効力はこの規定によって妨げられることがあるというこ
と」を知り，かつ，「本保険は，本保険証券をもって明示的にこれに違反する
ものであること」を認め，宣言しているけれども，HansBrudegom以外に保
険契約者となるべき者の名前が見られないところから，彼自身と28人の保険者
（JehanAntoineBarthelsとLe㎝ardTaddenの名前は2回ずつ出ている）を
契約当事者とするr自己のためにする生命保険契約」であり，かつ「自己の生
命の保険契約」であると考える。本契約は，Ga1lixの著書では「賭博行為」
（Gageures）なる見出しの下で紹介されている。被保険者が死亡した場合の保
険金受取人は特定されておらず，本保険証券の所持人であれば誰でも保険金受
取人となることができたようであるから，純粋の「自己のためにする保険契
約」とも言い難いが，形式的には「自己のためにする保険契約」ということが
できる。本契約では，保険証券所持人であれば誰でも保険金受取人となること
ができたから，そこに若干の賭博性が認められ，賭博形態の保険（raSSuranCe
sous　fome　de　gageure）とも言い得るのであるが，それでも，本契約は真正な
保険契約であって，仮装保険契約ではない。当時の生命保険契約は，既述の真
正生命保険契約からも判る通り，他人の生命の保険契約で，かつ自己のために
する生命保険契約が常態であって，保険契約者が被保険者の生命に何の利害関
係も持たない賭博生命保険契約か，または債権保全のために債権者が債務者を
被保険者として付保するものが多かったことを考えると，本契約は特異である。
　本契約における保険金額は（原文からの転記ミスではないかと思われるが，
Gallixの掲げた印刷文ではGabrlel　Terradesがいくら引受けているのか分か
らないので，正確な引受け金額は分からないが，印刷文に表れている金額を合
計すると）フランドルの貨幣で約1，850リーヴルである。各保険者の引受け金
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額には，6リーヴルから300リーヴルまでかなりの差があ㍍保険期聞は，本
公正証書作成の日（1566年4月26日）の2ヵ月後である1566年6月26日から同年
12月26日（同日を含む）までの半年問であり，保険事故は，疾病，事故その他
原因のいかんを問わずに生じる死亡である。また，被保険者のBrudegomは，
保険期間申，自由に陸上および海上その他を旅行することができることになっ
ている。
　上記契約書は，非常に内容が簡潔であり，条項も少ない。しかし，本証券を
よく見ると，本証券は，既述の1583年6月18日付けのロンドンの生命保険証券
に類似している。例えば，「上記Brudegomが死亡して，この世を去るに至っ
た場合には」という表現はロンドン証券の「死亡または現世から消えた場合に
は」という表現と似ているし，また「上記の場合には，われわれは，いかなる
場合においても，いかなる異議を唱えることもまた遅滞することもなく，上記
Brudegomの死亡通知を受取った後2ヵ月以内に，各自がその引受けた金額を
上記Brudegomまたは本証券所持人に支払いかつ与えることを，本証券によっ
て約束する」という表現も，ロンドン証券の「上記ウィリアム・ギボンズが死
亡または現世から消えた場合は，われわれ，われわれの遺産相続人または譲受
人は，われわれ，われわれの遺産相続人，遺言執行人または遺産管理人が，
ウィリアム・ギボンズの法律上有効な死亡通知を受取った後2ヵ月以内に，上
記リチャード・マーティン，彼の遺言執行人，遺産管理人または譲受人に対し，
われわれ保険者によって，遅滞なく，下記に個々に引受けた全額または金額に
らいて，十分かつ真実に満足し，支払うものであり，あるいは満足させられ，
支払わされること」という表現と似ている。更に，「アントワープの商人間で
なされかつ締結された最も有効な契約から債務が生じた場合と同様に，訴訟が
請求されることを認める」という条項も，ロンドン証券の’「本保険証書は，ロ
ンドンのロンバード・ストリートまたは王立取引所において，人の生命に関し
今日まで作成されてきた，最良かつもっとも確実な保険証券と同等の効力およ
び効果を有し，かつ将来も有するものである」ことに同意するという保険証券
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の拘束力に関する条項と確かに類似している。
　16世紀に人り，アントワープとロンドンの閏には共通の保険取引所ともいう
べきもの（b㎝rse　commme　de　rassurance）が創設されたが，実際に両都市で
作成されたいくつかの保険証券には，《tothe　use　and　custome、．、．．．in　the　place
commonly　ca1led　Lumbarde　strete　of　Londo口　and　likewyse　in　the　Burse　of
Antwerpe》，　《1’usance　et　coustume　de　restrade　（sic）王ombarde　de　Londres，
boursesd’AnversetdeBruges》，あるいは《auzoycostumbredeIastradade
Londres》に準拠して作成されているものがあり，また当該契約は《as　much
force　and　effect　as　any　other　writing　of　assurance　which　is　used　to　be　made　at
the　Royal　Exchange　in　London　or　as　the　Burse　in　Antwerp》と宣言しているも
のもあったからeo，両市場が相互に影響しあったことは十分に考えられるとこ
ろである。
　しかし，アントワープ証券をユ515年2月ユ日のフィレンッェの生命保険証券
と比較するとき，一層類似していることが判る。すなわち，両保険証券ともに
公証人によって作成されたものであるが，アントワープ証券には1515年保険証
券のような「イエス様」（†Jesus）といった富頭文言はなく，また「何某（保
険契約者）が何某（被保険者）の生命について保険する」というのではなく，
「何某（保険者）が何某（被保険者）の生命について保険する」というように，
主語が保険契約者ではなく保険者となっている。また契約内容もアントワープ
証券の方が全体として簡潔であるし，各条項の記載順序も必ずしも同じではな
い。しかし，それでも，保険期閥を約6ヵ月とする短期の保険期間条項，保険
期聞中被保険者に旅行の自由を認める条項，保険料領収条項，危険条項，死亡
通知を受けて2ヵ月以内に保険金を支払うという条項，本契約上の債務を履行
するために，いかなる意義も唱えないという条項等，そこに記載されている条
OO　Bolteux，LA，工αF〃榊他d直〃壱グ如B鮒血肋伽∫か〃｛姥2りωD励伽‘∫伽1｝5∫皿〃眈“M〃伽，晦。1968，p－
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項の種類および内容には，多くの共通点がある。そして，各保険者名とその引
受け金額を保険証券の後半部分にまとめて記載するという保険証券の形式にも
類似点がある。これらのことから，本保険証券は，1515年2月1日のフィレン
ッェ証券を直接継承したとは言えないまでも，その影響を受けていることが分
かる。もちろん，一つ，二つの保険証券と比較して，一方が他方の後継者の一
つであると単純に結論を出すことは危険であろう。したがって，ここでは，ア
ントワープの1556年4月26日付け生命保険証券は，問接的に1515年2月1日の
フィレンッェ証券の影響を受けていると思われると述べるにとどめておく。
lV．おわりに
　「人」の「生死」を対象とする生命保険契約は，その「人」に重点を置いて，
船舶乗組員や聖地巡礼者という「人」を対象として，その捕獲や誘拐の危険に
備える誘拐保険や身代金保険に「死亡」危険が組み込まれて生命保険契約が誕
生したのか，それとも，その「生死」に重点を置いて，奴隷の妊娠，出産，疾
病，自殺あるいは死亡という，商品や財の損害を担保しまたは免責した奴隷保
険から，奴隷ではなく「人」としての一般女性の妊娠，出産，死亡や，一般男
性の疾病や死亡を担保する生命保険に移行したのか。「奴隷の妊娠・出産保
険」→「一般女性の妊娠・出産保険」→「一般女性の死亡保険」→「一般人の
死亡保険」という流れは，確かに自然の成行きであると思われるが，これまで
に知られている史料を時系列で並べて見ると，残念ながら，必ずしもこのよう
な順序となってはいない。一方，人の誘拐や捕獲を担保する誘拐保険や身代金
保険にその人（被保険者）の死亡危険が組み込まれ，死亡を担保する死亡生命
保険契約になったという流れは，史料的にも肯定され得る。しかし，何分にも
史料が少ない。
　したがって，本稿では，生命保険契約が上記いずれの保険に胚胎したのかの
判断を棚上げにして，生命保険契約生成史に関する先学の貴重な研究で明らか
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となった史料を基に，これまでに知られる売買または無利息消費貸借を仮装し
た生命保険契約，および初期の真正生命保険契約を概観するとともに，真正生
命保険契約として今日知られる史料のうち，わが国では未だ知られていないア
ントワープの1566年4月26日の生命保険証券を紹介した。本稿において引用し
た保険契約は，被保険者の「死亡」ではなく「捕獲」危険を担保した1399年9
月20日の身代金保険契約を除けば，すべて保険契約者と被保険者とが別人の，
「他人の生命の保険契約」である。しかも既述の通り，15，6世紀にはこう
いった保険契約が常態であった。これに対して，アントワープの1566年4月26
日の生命保険証券は，保険契約者と被保険者とが同一人の，「自己の生命の保
険契約」であり，同時に定期死亡保険でありながら，保険契約者と保険金受取
人とが同一人の，「自己のためにする保険契約」であった。ただし，被保険者
が死亡した場合の保険金受取人は特定されておらず，本保険証券の所持人であ
れば誰でも保険金受取人となることができたようであるから，純粋の「自己の
ためにする保険契約」とも言い難く，真正生命保険契約とは言いながら，そこ
に若干の賭博性を認めることができる。また，本保険証券は，保険契約者，被
保険者および保険金受取人を同…人（Hans　Brudegom）として規定しており，
本稿で紹介した他の保険契約におけるように，保険契約者と被保険者，または
保険金受取人と被保険者を別々に定めていないという点で，形式的には特異な
ものであるが，本契約は，近年における保証保険のように，債務者（Hans
Brudegom）が白らの債務の履行を担保するために，自ら保険契約者および被
保険者となり，自らが死亡した場合には，例えば当該保険証券を前もって質入
れされていた債権者が，その損害を回収するために，保険証券所持人として保
険金を受取ることを目的としたのではないだろうか。その点でも，債権者が，
債権保全のために，債務者を被保険者としてその生命に保険を付けた他の生命
保険契約とは異なるように思えるのである。しかし，いずれにしてもこれは推
測にすぎないのであって，本保険証券の内容だけでは，正確な事情の判断がで
きないことは事実である。
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